
■人口18,507人（ー14）
男性9,073人（ー２）
女性9,446人（ー12）

■世帯6,515戸（+10）
※平成19.８.1現在

（ ）内は対前月比

発　行／市川三郷町
編　集／総務課広聴広報係
発行日／ ９月1日（毎月1日発行）

□市川三郷町役場（本庁舎）
〒409-3601：山梨県西八代郡市川三郷町市川大門1790-3
┒055(272)1101（代表）：FAX055(272)2525

□http://www.town. ichikawamisato.yamanashi . jp/
□六郷庁舎
〒409-3244：山梨県西八代郡市川三郷町岩間495
┒0556(32)2111：FAX0556(32)2887

□三珠庁舎
〒409-3612：山梨県西八代郡市川三郷町上野2714-2
┒055(240)4153：FAX055(240)4154

８月７日神明の花火大会
第19回「神明の花火大会」も多くの皆さ
んのご協力をもって、盛況のうちに幕を
降ろすことができました。
ありがとうございました。
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最
近
、
全
国
各
地
で
地
震
、
大
雨

な
ど
の
災
害
が
多
く
起
き
て
お
り
、

本
町
で
も
東
海
地
震
に
よ
る
被
害
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
地
震
、
大
雨
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
、
誘
導
、
人
員
把
握
で
き
る
か

が
重
要
で
す
。
特
に
高
齢
者
は
逃
げ

遅
れ
て
死
傷
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

先
日
の
新
潟
中
越
沖
地
震
で
も
、

被
害
に
あ
わ
れ
助
け
ら
れ
た
方
の
約

９
割
は
自
力
、
ま
た
は
身
内
、
近
所

の
方
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
町
、

消
防
署
、
自
衛
隊
な
ど
公
共
機
関
な

ど
で
救
助
さ
れ
た
方
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
で
す
。
そ
の
前
に
実
際
の
現
場
に

た
ど
り
着
け
る
か
の
保
証
さ
え
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
も
う
一
度
ご
近
所
、
組
内

の
連
携
を
深
め
て
、「
い
ざ
」
と
い
う

時
に
備
え
て
下
さ
い
。
そ
し
て
年
に

１
度
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

災
害
の
と
き
、被
害
を
最
小
限
に
押
さ
え

る
の
は
、
と
な
り
近
所
の
協
力
で
す
!!

こ
こ
で
は
、
近
所
同
士
で
の
救
助

が
有
効
な
方
法
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

に
よ
る
防
災
チ
ー
ム
の
編
成
方
法
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
に
よ
る
防

災
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
人
員
把
握
、
避
難

誘
導
が
行
わ
れ
、
人
的
被
害
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
度
の

話
合
い
の
場
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
編

成
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
検
討
し
て

み
て
下
さ
い
。

防
災
チ
ー
ム
編
成
の
き
ま
り

・
組
内
で
隣
接
す
る
３
〜
５
戸
を
１

チ
ー
ム
と
す
る
。

・
１
チ
ー
ム
、
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
を

置
く
。

・
リ
ー
ダ
ー
は
、
災
害
発
生
時
に
、

次
の
こ
と
を
行
う
。

!
チ
ー
ム
内
の
人
員
把
握

"
避
難
誘
導

#
組
長
へ
連
絡

・
チ
ー
ム
内
は
協
力
し
て
相
互
支

援
・
共
助
を
行
う
。

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」に
よ
る
防
災
チ
ー
ム
の
編
成

▲＝独居老人世帯
●＝チームリーダー

防災チーム編成例
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緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
を
事
前
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を

目
指
す
新
し
い
情
報
で
、
今
年
10
月
か
ら
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
で
は
、
地
震
の
発
生
や
そ
の
規
模
を
す
ば
や
く
知
り
、
地
震
に

よ
る
強
い
揺
れ
が
始
ま
る
数
秒
〜
数
十
秒
前
に
、
強
い
揺
れ
が
く
る
事
を
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
等
で

お
知
ら
せ
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
。
そ
れ
は
地
震
か
ら
あ
な
た
を

守
る
新
し
い
情
報
で
す
。

大きな揺れが来ることがわかっても、何の準備もできなければ意味が
ありません。速報は見聞きしてから強い揺れがくるまでの時間が数秒か
ら数十秒しかありません。
その短い間に身を守るための行動をとる必要があります。普段からあ

わてず、落ち着いて行動する訓練をしておく事が必要です。

【
問
い
合
わ
せ
】
気
象
庁
地
震
火
山
部
管
理
課

┒
０
３（
３
２
１
３
）８
３
４
１

Ｈ
Ｐ
　h

ttp
://w
w
w
.jm
a
.g
o
.jp

地震がくるぞー！！
さて？どうすればいいの？

あ
わ
て
て
外
に
飛

び
出
さ
な
い

あわててブレーキをかけない
ハザードランプを点灯し、揺
れを感じたらゆっくり停止

最寄りの階で停止させ
すぐに降りる

ブロック塀の倒壊等に注意
看板や割れたガラスの落下に
注意する

頭
を
保
護
し
、
丈

夫
な
机
の
下
な
ど

に
隠
れ
る

落石や崖崩れに注意

┰┰

つり革や手すりなどに
しっかりつかまる
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平
成
20
年
４
月
か
ら
健
康
診
断
の

実
施
方
法
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

従
来
の
住
民
全
員
を
対
象
に
し
て

行
わ
れ
て
い
た
基
本
健
診
は
な
く
な

り
、
そ
れ
に
代
わ
り
、
医
療
保
険
者

に
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
国
保
が
そ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
皆
様
に
は

ご
自
身
の
加
入
す
る
医
療
保
険
者
が

計
画
す
る
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
町
（
国
保
）
で
は
基
本
的

に
国
保
加
入
者
、
後
期
高
齢
者

（
現
・
老
人
保
健
医
療
受
給
者
）
を

対
象
と
し
て
基
本
健
診
等
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

組
合
健
保
、
政
管
健
保
、
共
済
保

険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
、
ま
た

は
こ
れ
ら
の
被
扶
養
者
の
方
々
は
、

新
し
い
健
診
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

加
入
す
る
健
康
保
険
組
合
や
事
業
主

な
ど
に
よ
く
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

新
し
い
健
診
制
度
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
定
期
的
に
広
報
で
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
注
意
し
て
ご

覧
下
さ
い
。

が
ん
検
診
、
結
核
検
診
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
住
民
全
員
を
対
象
に
し

て
、
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
は
対
象
範

囲
を
決
め
て
か
ら
、
希
望
を
募
っ
て

行
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
し
、

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
よ

国保だより
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
従
来
の
、
住
民
全
員
を
対
象
に
し

て
行
わ
れ
て
い
た
基
本
健
診
は
な
く
な
り
、
医
療
保
険
者
（
町

で
は
国
保
）
に
、
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
か
ら
、
新
し
い
健
診
制
度
が
は

じ
ま
り
ま
す
！

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

と
は

り
効
果
的
に
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
疾
病
予
防
と
健
康
維

持
は
、
保
険
者
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
健
診
及
び

保
健
指
導
の
実
施
も
保
険
者
に
義
務

化
さ
れ
た
の
で
す
。

【問い合わせ】町民課国保老健係┒055-272-1105
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75
歳
（
所
定
の
障
害
の
あ
る
方
は

65
歳
）
以
上
の
高
齢
者
の
方
は
平
成

20
年
４
月
か
ら
、
新
し
い
高
齢
者
の

医
療
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

│
│
平
成
20
年
３
月
ま
で

■
老
人
保
健

（
医
療
機
関
窓
口
で
提
示
す
る
も
の
）

・
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
証

・
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
医
療
受
給

者
証

│
│
平
成
20
年
４
月
か
ら

■
後
期
高
齢
者
医
療

（
医
療
機
関
窓
口
で
提
示
す
る
も
の
）

・
新
し
く
発
行
さ
れ
る
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証

現
在
、
75
歳
（
所
定
の
障
害
の
あ

る
方
は
65
歳
）
以
上
の
人
は
、
国
保

や
社
保
な
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し

な
が
ら
『
老
人
保
健
』
で
医
療
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
は
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
と

現
在
75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
）
以
上
の
人
は
、

現
在
「
老
人
保
健
」
で
医
療
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
は
高
齢
者
だ
け
の
新
し
い
医
療
制
度
「
後
期
高
齢
者

医
療
」
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
、
新
し
い
高
齢
者
の
医
療

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
！い

う
新
し
い
制
度
に
加
入
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お

皆
さ
ん
の
お
手
続
き
は
不
要
で
す
。

お
手
持
ち
の
保
険
証
や
受
給
者
証

は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
方
全
員
に
新
し
い
保
険
証
が

一
人
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
新
し
い
制
度
に
関
す
る

説
明
会
を
10
月
頃
か
ら
予
定
し
て
い

ま
す
。

木曜日の診療が、
中澤保雄先生に変わりました。

町営国保診療所

８
月
16
日
か
ら
町
営
国

保
診
療
所
に
老
人
保
健
施

設
あ
さ
ひ
ホ
ー
ム
施
設
長

の
中
澤
保
雄
先
生
（
写
真
）

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

中
澤
先
生
に
は
木
曜
日

の
診
療
を
担
当
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【内科】８月16日からの診療体制 ▲中澤保雄先生

【整形外科】
第１、第３、第５木曜日の午後２時～５時

※診療に係わる変更等がある場合は、広
報や掲示板でその都度お知らせします。

【問い合わせ】町営国保診療所┒055-
272-7111



合
併
前
の
旧
市
川
大
門
町
か
ら
始
ま

っ
た
、
マ
ス
カ
テ
ィ
ー
ン
市
と
の
姉
妹

都
市
交
流
。
今
回
で
19
回
目
を
向
か
え
、

今
年
は
本
町
が
ホ
ス
ト
と
し
て
17
名
の

使
節
団
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

一
行
は
８
月
２
日
本
町
へ
到
着
し
、

町
長
へ
の
表
敬
訪
問
の
あ
と
、
午
後
に

は
市
川
保
育
園
児
と
の
交
流
。
そ
の
後

役
場
本
庁
舎
に
お
い
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
対
面
を
し
ま
し
た
。

町
で
は
滞
在
期
間
中
に
、
日
本
の
文

化
や
町
の
産
業
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と

手
す
き
和
紙
や
書
道
、
篆
刻
の
体
験
を

企
画
。
そ
の
ほ
か
に
も
歌
舞
伎
文
化
公

園
で
は
歌
舞
伎
の
魅
力
を
堪
能
し
、
四

尾
連
湖
で
は
手
つ
か
ず
の
自
然
を
満
喫

し
た
様
子
で
し
た
。

８
月
７
日
の
神
明
の
花
火
大
会
で
は
、

浴
衣
や
甚
平
な
ど
に
身
を
包
み
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
県
下
最
大
の
花
火

大
会
を
間
近
で
観
覧
し
、「
ア
メ
リ
カ
で

も
花
火
は
あ
る
け
ど
、
こ
れ
ほ
ど
大
き

く
迫
力
の
あ
る
花
火
を
こ
ん
な
に
近
く

で
見
た
の
は
初
め
て
」
と
興
奮
気
味
に

感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

翌
日
８
月
８
日
は
富
士
山
五
合
目
へ
、

そ
し
て
８
月
９
日
早
朝
、
９
日
間
の
日

程
を
終
え
た
一
行
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
家
路

に
つ
き
ま
し
た
。

6

主
に
三
珠
地
区
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
、

外
国
語
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
デ
レ

ッ
ク
・
レ
オ
ン
先
生
が
、
７
月
で
任

期
を
終
え
母
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
の
思
い
出
を
聞
く
と
「
優

し
い
人
に
恵
ま
れ
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
子
ど
も
達
は
、
元
気
に
照

れ
な
い
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
し
て

く
れ
た
」「
芦
川
の
紅
葉
が
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

日
本
が
大
好
き
だ
と
い
う
先
生
ら

し
く
「
こ
の
町
の
美
し
さ
を
、
子
ど

も
達
に
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

最
後
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
マ
ス
カ
テ
ィ
ー
ン
市
使
節
団
来
町

▲来町された使節団17名（本庁舎前にて）▲少し緊張気味にホストファミリーとの対面

▲神明の花火では浴衣に身を包んでパチリ

伝統文化も体験しました
篆刻体験（写真上）
書道体験（写真右）

デ
レ
ッ
ク
先
生

あ
り
が
と
う

そ
し
て
…
　
さ
よ
う
な
ら

日本語も上手で、写真撮影が得意なデレック先生に

は広報でも大変お世話になりました

（町役場本庁舎広聴広報係にて）
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■りせっとヨ～ガ教室
（全８回：3,000円、１回券500円）
※人気のヨガを始めました。疲れた心と体をリセット
しましょう！
10／３～　毎週水曜日（計８回）
!午前10:30～11:10 "午後７:30～８:10

■Re・Freshエアロビクス教室
（全８回：3,000円、１回券500円）
※J-POPの曲に合わせて、基礎体力と筋力をアップ。
10／４～　毎週木曜日（計８回）
!午前10:30～11:10 "午後７:30～８:10

┰┰┰以下の教室は入館料のみで参加できます┰┰┰

■みんなで健康になろう！教室（３ヵ月教室）
※対象年齢65歳未満。トレーナーの管理指導のもと３ヵ月
間週２回のトレーニングで確実に健康になれます。生活習
慣を改善したい方、健診で気になる結果がでた方、運動を
したいけれどきっかけがつかめない方、これを機会にぜひ
健康づくりをスタートしてみませんか？
※ＴＧＳキー（受付にて1,500円で購入できます）が必
要です。
10月１日～12月20日
毎週月・木曜日　午後2:00～４:00

■骨盤リセット教室
※骨盤の位置を正し腰痛予防、姿勢改善。
10月２日～毎週火曜日（計８回）午後７:30～８:20

■シェイプアップ
※筋力トレと有酸素運動で全身シェイプアップ
10月６日～毎週土曜日（計８回）午後２:30～３:20

■サーキットダイエット
※無酸素運動と有酸素運動で、脂肪燃焼効率アップ。
10月１日～毎週月曜日（計８回）午後７:30～８:20
10月２日～毎週火曜日（計８回）午前10:30～11:20

■リラックス運動教室
※ストレッチとストレッチポールで体の柔軟性を改善、
ステップ台を使って簡単な有酸素運動を行い運動不足
を解消します。
10月６日～毎週土曜日（計８回）午前10:30～11:20

【申し込み・問い合わせ】六郷の里ニードスポーツセン
ター┒0556-32-5065

【日時】10月21日（日）午前８時30分～

【種別】一般の部、小学生チームの部

【対象】チーム全員が町内在住者（参加賞あり）

【チーム編成】

■一般の部…中学生以上の男女で４人制、ただし常　

に女性が２人以上試合に出場できるようにする。

■小学生チームの部・４人制で全員が小学生とする。

男女の人数は自由。チーム監督は保護者。

【申込締切】９月28日（金）午後５時まで

【申込方法】申込書を教育委

員会窓口に直接持参、また

はＦＡＸにて受付。

※申込書は役場各支所に設

置してあります。

【その他】申込後、監督会議

にて組合せ抽選をします。

【申し込み・問い合わせ】

町教育委員会生涯学習課生

涯スポーツ係┒055-272-

6094 FAX055-272-3813

ニードスポーツセンター
健康づくりのための教室

第２回市川三郷町民ソフトバ
レーボール大会参加者募集

市川三郷町民体力測定
参加者募集！

かいてみませんか？いい
スポーツの秋

仕事に追われ運動不足になりがちな方、体力に自

信のある人、ない人、自分自身の体力を測定してみ

ませんか？参加記念品もあります。

【日　　時】９月30日（日）午後１時～４時

【場　　所】市川大門町民体育館

【参加資格】町内在住者

【申し込み】申込書を教育委員会窓口に直接持参、ま

たはＦＡＸにて受付。

※申し込み書は役場各支所に設置してあります。当

日の受付でも可能です

【内　　容】握力、上体起こし、長座体前屈、片目片

足立ち、10メートル障害物歩行、６分間歩行等

※内容は都合により変更になる場合があります。

【問い合わせ】町教育委員会生涯学習課生涯スポーツ

係┒055-272-6094 FAX055-272-3813
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入札執行状況のお知らせ（平成19年４月～７月）
【問い合わせ】町財政課財政係

┒055-272-6091
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【本 館】┒055（272）8888◆開館時間：午前９時～午後５時◆休館日：月曜日、祝日、毎月末日、年末年始
【三珠分館】┒055（272）1204 ◆開館時間：午前９時～午後５時◆休館日：月曜日、祝日、年末年始
【六郷分館】┒0556（32）2002 ◆開館時間：（平日）午後１時～午後８時（土・日）午前10時～午後５時 ◆休館日：木曜日、祝日、年末年始

■本　　館 ー　９月27日（木）午前11時～11時30分
［毎月第４木曜日］

■三珠分館 ー　毎週火曜日　午後4時30分～5時
■六郷分館 ー ９月18日（火）午後３時～３時30分

［毎月第３火曜日］

今月のおはなし会 気軽におこしください！

『まめうしくん』シリーズ
の一冊です。つぶたくんと、
まめうしくんが同じ大き
さで、かわいくておもし
ろいです。
（市川地区女子小3）

わたしの「 一冊 」
『まめうしとつぶた』
あきやまただし　作・絵　（理論社）

『楽しい仲間たちの
トールペイント』展

中山福美さん（甲府市）
【期間】９月27日（木）まで
トールペイントとは木、金属、

ガラス、布などにアクリル絵の具
で描いた作品です。今回は甲府市
内の教室でトールペイントを学ん
でいる方たちの作品展です。

展示コーナー（本館）

秋に町内図書館のカードが統一されます。それに伴う作業のため10月１日（月）

～10月26日（金）まで休館します。利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいた

しますが、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。

なお、本館・分館とも一斉に作業をはじめますので、期限が過ぎている図書

は、すみやかにご利用の図書館に返却してください。

10月27日以降は１枚のカードで町内の図書館をご利用になれます。詳細は来

月号の広報にてお知らせいたします。

絵本をたくさんで積んで、六郷
分館にやってきた「おはなし隊」。
赤ちゃんから中学生まで自由に

本を読んだ後、大型えほんや紙芝居
で楽しみました（８／12六郷分館）

初秋の夜、ピアノ・ベース・ドラムによるすてき
な音楽ですごしてみませんか。
図書館内で演奏します。気軽におこしください。
会場：町立図書館閲覧コーナー
曲目：「思い出のサンフランシスコ」「いそしぎ」
「オータムリーブス」「虹の彼方に」「愛の泉」他　　　

♪

この秋図書館が新しく生まれ変
わるため準備に入ります。

10月27日以降六郷分館でも、貸出・返却・検索・予約等が電算化されます。

それにともない、六郷分館の利用カードも新しくなるため、あらためて利用カー

ドの申し込みをお願いします。

【登録方法】所定の用紙に必要事項を記入のうえ、六郷分館へ提出してください。

※申し込み用紙は各戸に配布されます。

【申し込み締切】９月22日（土）

※新しい登録カードの引渡しは10月27日以降、六郷分館にてお渡しします。

※すでに市川・三珠図書館で登録された方は、新たに申し込む必要はありません。

※９月中にご利用の図書は必ず９月22日までにご返却下さい。

▲８月17日折り紙教室の様子。今後も町立図書館では様々なイベントを企画していきます。

※六郷分館は９月23日（日）から



矢
作
地
区
で
は
子
ど
も
達
の
健
全
な

育
成
を
願
う
と
と
も
に
、
将
来
地
元
に

愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
事
を
目
的
に

「
子
ど
も
夏

祭
り
」
を

行
い
ま
し

た
。
盆
踊

り
や
地
元

有
志
「
矢

作
座
」
に

よ
る
芝
居

で
楽
し
み

ま
し
た
。

（
写
真
は
じ

ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
で

盛
り
上
が

る
子
ど
も

達
）

各家庭で作られた灯籠約230個は、育成会役員の手
によって川の中ほどまで運ばれると、幻想的な光を
放ちながら流れてい
きました。

青
パ
ト
始
動
！

町
で
は
８
月
27
日

か
ら
、
青
色
回
転
灯

パ
ト
ロ
ー
ル
車
（
青

パ
ト
）
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
を
は
じ

め
ま
し
た
。

青
パ
ト
は
青
色

回
転
灯
を
点
灯
さ

せ
、
小
中
学
校
、

児
童
館
、
保
育

所
や
幼
稚
園
、

ま
た
公
園
な
ど

の
遊
び
場
周
辺

を
中
心
に
町
内

全
体
を
パ
ト
ロ

ー
ル
し
、
事
件
事
故
の
防
止

へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
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※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

７月届出分

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

元
気
に
育
っ
て
ね

す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

＝
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

（敬称略）

れ
ん

ま
　
な
　
み

な
　
な
　
か

こ
と
み

は
る
ひ
こ

り
ょ
う
す
け

地域の話題や情報をおよせ下さい！
総務課広聴広報係┒055-272-1102

六郷楠保地区の灯籠流し（８／16）

翌朝、下流に留まっ
ている灯籠を回収する
区の役員。伝統を守る
裏にはこんな苦労もあ
ります。

三珠高萩地区の「百八灯」（８／16）

高萩地区、光源院の年中行事で約300年前から続い
ています。芦川沿いの県道から光源院の参道は、108
基の灯明で照らされ幻想的な雰囲気に包まれました。

三珠矢作地区の「子ど
も夏祭り」（８／15）

市
川
大
門
大
木
地
区
「
大
木
納
涼

夏
祭
り
」（
８
／
14
）

大
木
地
区
で
は
盆
踊
り
の
ほ
か
、

の
ど
自
慢
大
会
を
行
い
、
帰
省
客

や
若
者
も
加
わ
っ
て
、
大
変
な
盛

り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

▲



町では、８月６日に広
島平和記念公園で行われた「広島平和記念式典」に
代表団を派遣しました。今回の派遣団は有泉恵司団
長を中心とした、町内の小中学生と関係者総勢31名。
派遣団一行は平和記念式典、広島市原爆死没者慰

霊式に出席するほか、原爆被爆者の体験談を聞くな
どして、戦争の恐ろしさを改めて知ると同時に、さ
らなる平和を願いました。

■丹澤建設工業様⑭より、町内各小中学校の環境

整備に役立ててほしいと、消臭、調湿効果がある

といわれる木炭（篭入）150篭寄贈していただき

ました。

■若林信近（六郷地区）様より、学校、図書館で役

立ててほしいと図書15冊寄贈いただきました。

2008年版　

山梨県民手帳予約受付中
サイズ：82mm×145mm 表紙：ワイン色のレザー調

※昨年は組にて取りまとめていましたが、

今年は個人での申し込みになります。

【手帳の内容】

●山梨ガイドマップ ●日記（行事予定表、ふる

さとの祭り・行事、長寿やまなし県民憲章） ●郷

土編（郷土自慢、県の位置、主要山岳河川湖沼、盆

地をとりまく山々、甲州方言番付表、県の歌、県民

愛唱歌、県内観光ボランティアガイド一覧） ●統

計編（山梨県主要指標、統計でみる山梨のすがた）

●名簿編（各種議員等名簿） ●生活編（暮らしの

相談窓口、警察署一覧、市町村所在地等一覧、在県

主要官庁等一覧、県の主要行政機関一覧、山梨県内

公立図書館、諸届、計量単位換算表） ●全国主要

都市地下鉄路線図

【販売価格等】価格500円

※20冊より、名入れが可能です（実費）。裏表紙へ

金文字で印刷いたします。

※住所録（差込み用）80円を別売りにて販売いたします。

※代金は手帳引き渡し時にお支払い下さい。

【申込方法】電話にて町企画課企画政策係へ申し込む

か、または注文書に必要事項を記入し次の申込先へお

申し込みください。

※注文書は役場（本庁及び支所）窓口にも設置して

あります。

【申込先】!～$のいずれかへお申し込みください。

!企画課企画政策係 〒409-3601市川三郷町市川大

門1790-3 ┒055-272-1103／FAX055-272-2525

"三珠支所庶務係 〒409-3612市川三郷町上野

2714-2 ┒055-240-4153／FAX055-240-4154

#六郷支所庶務係 〒409-3244 市川三郷町岩間

495 ┒0556-32-2111／FAX0556-32-2887

$大同出張所 〒409-3603市川三郷町黒沢798┒／

FAX055-272-1504

【申込期限】平成19年10月10日（水）

【お届け時期】11月初旬（予定）

2008版山梨県民手帳注文書
切り取り線

切
り
取
り
線

■青　和仁様より、高田地区公民館へ盆踊りに使

用する櫓（写真下）を寄贈いただきました。



合
併
に
伴
い
、
三
珠
町
公
共
下
水
道
と
市
川

大
門
町
公
共
下
水
道
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り

変
更
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ま
た
町
民
の
皆
様
か
ら
公
共
・
公
益
的
見
地

か
ら
ご
意
見
を
頂
く
た
め
、
次
に
よ
り
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

※
ご
意
見
の
あ
る
方
は
あ
ら
か
じ
め
意
見
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
９
月
21
日
（
金
）
午
後
２
時
　

【
場
所
】
町
役
場
本
庁
舎
１
階
大
会
議
室
　

【
意
見
書
の
提
出
先
】
町
建
設
課
（
用
紙
は
建

設
課
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
）

【
意
見
書
の
提
出
期
限
】
９
月
14
日
（
金
）

※
素
案
の
概
要
は
、
町
生
活
環
境
課
及
び
三
珠

支
所
、
六
郷
支
所
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

※
意
見
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
公
聴
会

は
開
催
し
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
町
生
活
環
境
課
下
水
道
係
┒
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
２
ま
で

本
年
度
の
動
物
愛
護
週
間
事
業
と
し
て
、「
平

成
19
年
動
物
愛
護
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す

【
日
時
】
９
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

【
場
所
】
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

【
内
容
】
第
29
回
動
物
愛
護
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
、
動
物
の
お
医
者
さ
ん
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

動
物
ク
イ
ズ
、
動
物
を
つ
く
ろ
う
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬

務
課
┒
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
８
９

司
法
書
士
会
峡
南
支
部
お
よ
び
土
地
家
屋
調

査
士
会
峡
南
支
部
で
は
、
無
料
法
律
・
登
記
相

談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
午
後

４
時

【
場
所
】
市
川
大
門
町
民
会
館
２
階
講
堂

【
内
容
】
土
地
の
分
筆
・
地
目
変
更
、
不
動
産

取
引
に
よ
る
登
記
、
成
年
後
見
（
認
知
症
に
な

っ
た
方
等
の
財
産
管
理
）

【
問
い
合
わ
せ
】
司
法
書
士
・
深
沢
直
樹
事
務

所
┒
０
５
５
６
（
２
２
）
５
５
１
１
　
土
地
家

屋
調
査
士
・
望
月
治
貴
事
務
所
┒
０
５
５
６

（
６
２
）
１
９
２
２
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山
梨
県
町
村
会
で
は
職
員
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

【
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数
】
事
務
職
若
干
名

【
待
遇
】
職
員
の
給
与
、
年
金
制
度
等
に
つ
い

て
は
公
務
員
に
準
じ
る

【
受
験
資
格
】
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

【
受
付
期
間
】
９
月
25
日
か
ら
10
月
10
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
30
分

【
第
一
次
試
験
】
11
月
４
日
（
日
）
山
梨
県
自

治
会
館

【
試
験
案
内
・
申
込
書
配
布
】
９
月
中
旬
か
ら

山
梨
県
町
村
会
総
務
課
で
配
布

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
町
村
会

総
務
課
┒
０
５
５
（
２
３
５
）
３
２
２
８

こ
れ
ま
で
田
富
郵
便
局
を
ご
利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
、
田
富
郵
便
局
は
民
営
化
に

よ
り
、
次
の
２
つ
の
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
が
、
引
続
き
郵
便
・
貯
金
・
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
を
ご
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
の
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご

愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
と
同
じ
店
舗
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

【
田
富
郵
便
局
】
┒
０
５
５（
２
７
３
）３
１
２
９

▼
郵
便
（
窓
口
で
の
サ
ー
ビ
ス
）、
貯
金
、
保
険

【
郵
便
事
業
株
式
会
社
】
田
富
支
店
┒
０
５
５

（
２
７
３
）
８
７
５
８

▼
郵
便
（
集
荷
、
配
達
、
再
配
達
）

無
料
法
律
・
登
記
相
談
会

司
法
書
士
会
峡
南
支
部

田
富
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

田
富
郵
便
局

雇
用
保
険
が
変
わ
り
ま
す

山
梨
労
働
局

【
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
】

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
週
の
所
定
労
働
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら

ず
、
原
則
、
12
月（
各
月
11
日
以
上
）
の
被
保
険

者
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
原
則
と
し
て
、

平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
）

【
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
】

職
場
復
帰
給
付
金
の
給
付
率
が
10
％
上
が
り
、

基
本
給
付
金
と
併
せ
休
業
前
賃
金
の
50
％
の
給

付
率
と
な
り
ま
す
。

【
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
】

被
保
険
者
期
間
が
３
年
以
上
、
支
給
率
20
％

（
上
限
10
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

※
初
回
に
限
り
、
被
保
険
者
期
間
が
一
年
以

上
で
受
給
可
能
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
梨
労
働
局
職
業
安
定
課

┒
０
５
５
（
２
２
５
）
２
８
５
７

平
成
19
年
度
山
梨
県
町
村
会
職
員
採
用
試
験

山
梨
県
町
村
会

平
成
19
年
動
物
愛
護
デ
ー

山
梨
県
福
祉
保
健
部

市
川
大
門
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
つ
い
て

（
市
川
三
郷
町
決
定
）

町
生
活
環
境
課

市川アカデミー
気軽に行講座

演題

『
龍
太
の
俳
句
・
方
代
の
短
歌
』

【
講
師
】
江
宮
隆
之
　
先
生

【
日
時
】
９
月
20
日（
木
）午
後
７
時
30

分
〜
午
後
９
時

【
場
所
】
市
川
大
門
町
民
会
館
視
聴
覚
室

※
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

係
┒
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
４

旧
【下水道の名称】市川大門町公共下水道
【排水区域】約297ha(うち処理区域約297ha)
【下水管渠】名称・市川大門２号汚水幹線
位置・（起点）市川大門町字落合前（終点）市川大門町字落合前
区域・（管径又は幅員）0.70ｍ　（延長）約10ｍ
【下水道の名称】三珠町公共下水道
【排水区域】約193ha (うち処理区域約193ha)
【下水管渠】なし

┰
新
【下水道の名称】市川三郷町公共下水道
【排水区域】約518ha (うち処理区域約518ha)
【下水管渠】名称・市川大門２号汚水幹線
位置・（起点）市川大門字落合前（終点）市川大門字落合前

■みはらしの丘「みたまの湯」は10月２日（火）保守点検のため休業します。



私
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ
で
突
然
の
事
故
や
災

害
に
遭
遇
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
、
尊
い
命
を
救
え
る
の
は
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
で
す
。
あ
な
た

も
こ
の
機
会
に
、
正
し
い
救
命
法
の
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
、
救
命
リ
レ
ー
の
第
一
走
者
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

【
講
習
内
容
】
▼
普
通
救
命
講
習
（
｡
）
３
時

間
・
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
成
人
に
対

す
る
方
法
）
を
中
心
に
学
ぶ
コ
ー
ス
▼

普
通
救
命
講
習
（
｢
）
４
時
間
・
普
通
救
命
講

習
の
内
容
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
知
識
の
確
認
と
、
実
技

の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス

※
受
講
者
に
は[

救
命
講
習
修
了
証]

が
交
付
さ

れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
峡
南
消
防
本
部
北
部
消
防
署

┒
０
５
５
（
２
７
２
）
１
９
１
９

■受付時間 午前診療科目┭AM８:00～11:30

午後診察科目┭下表参照

（土曜・日曜日・祝日の受付はありません）

市川三郷町立病院 ┒055-272-3000
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■診察科目　内科・整形外科

■診察日時　◎月・火・木・金曜日（午前９時～正午、午

後２時～５時）◎水・土曜日（午前９時～正午）

◎整形外科診察は第１・３・５木曜日の午後からです。

◎９月29日は都合により休診します。

三珠国民健康保険診療所 ┒055-272-7111

次回の納期
10月１日

●
国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
）

町
税
務
課
┒
０
５
５（
２
７
２
）１
１
０
４

(

口
座
振
替
の
方
は
、
口
座
の
残
高
確
認
を
！)

行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
所
開
設

総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

■□■心配ごと相談
三珠地区19日④13:30～16:00三珠総合福祉センター
相談室【問】町社協三珠支所┒055-272-2881
市川地区10日②13:30～16:00町福祉保健総合ステーシ
ョン相談室【問】町社協市川支所┒055-272-4179
六郷地区10日②13:30～16:00町役場六郷支所２階和
室【問】町社協六郷支所┒0556-32-3847
■□■行政相談
三珠・市川地区10日②14:00～４:00町総務課庶務係
┒055-272-1102
六郷地区10日②14:00～16:00町役場六郷支所庶務係
┒0556-32-2111
■□■巡回児童相談所＝町いきいき健康課子育て支
援係┒0556-32-2114
■□■教育相談＝町教育委員会┒055-272-6093へ
■□■健康なんでも相談＝10日（月）13:30～３:00三
珠健康管理センター・六郷ふれあいセンター【ふだ
んの相談は町いきいき健康課健康増進係へ┒0556-
32-2114】

９月の各種相談窓口

救
命
講
習
を
受
け
ま
せ
ん
か

峡
南
消
防
本
部
北
部
消
防
署

※予定が変更になる場合があります。詳しくは、町立
病院へお問合せください。

■予約、変更、取り消し等は、専用ダイヤル┒055-
272-5311まで［午後１時～４時（土・日、祝日を除く）］

■診療科目　午前診療科目：○　午後診療科目：◎

【
日
時
】
10
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
（
受
付
時
間
）

【
会
場
】
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階
ゴ
ー
ル
ド

ル
ー
ム
（
甲
府
市
丸
の
内
１
ー
21
ー
15
）

【
内
容
】
▼
国
・
県
・
市
な
ど
の
行
政
全
般
に

関
す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど
の
受
付
▼

行
政
書
士
・
司
法
書
士
・
弁
護
士
・
公
証
人
に

よ
る
法
律
相
談

※
事
前
申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務

所
┒
（
０
５
７
０
）
０
９
０
１
１
０



■２種混合
【対象者】平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの児

（小学校６年生）
※昨年度接種できなかった方で13歳未満の児は公費で
接種する事ができます。子育て支援係にご連絡下さい。
※13歳以上の方は公費では接種することはできません。
【接種期間】平成20年３月31日まで
※対象者で接種を希望される方は、早めに接種しま
しょう。
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■初級・中級コース
市川大門町民会館９/５④・９/26④ 13:30～15:30
大同地区公民館 ９/７⑥・８/28⑥ 13:30～15:30
■上級コース
三珠総合福祉センター９/４③・９/25③ 13:30～15:30
ニードスポーツセンター９/６⑤・９/27⑤ 14:00～16:00
【講　師】保健師・ニードスポーツセンター運動指導士
【持ち物】上履き・フェイスタオル・飲み物

みんなで楽しく運動をして、「いつも若々しく」「元
気で長生き」の町を目指しましょう。
■□■いきいきコース（初級・中級）■□■
○ 誰でも簡単に続けられて、体力筋力維持・増進が
できるタオル体操をします。
○レクレーション・爪もみ・足裏マッサージなど楽し
く行います。
○ ウォーキングのポイントなどをアドバイスします。
【対象】
! 65歳以上の方で、初めて教室に参加される方、ま
たは運動不足を解消したい方
" 65歳未満であっても、初級から始めたい方
【会場】市川大門町民会館（三珠・市川・高田対象）

六郷ふれあいセンター（六郷対象）
大同公民館（大同・山保対象）

■□■はつらつコース（上級）■□■
○いきいきコースより、少しハードな内容になります。
○ 初回と最後に体力測定を行います。
○ ウォーキングのポイントなどアドバイスします。
【対象】
! 65歳未満の自分で会場に来ることができ、体力に
自信がある方　　　　　　　　　　　　
"平成19年度前期「いきいき・はつらつ貯筋教室」に
参加し、さらに上を目指したい方
【会場】三珠総合福祉センター（全地区対象）

【期間】平成19年9月から平成20年3月まで
毎月1～2回実施（計9回）

【時間】受付・午後1時～　開始・午後1時30分～
※六郷ふれあいセンターは、受付・午後1時30分～
開始・午後2時～です。

【会費】1回200円
【問い合わせ・申し込み】9月7日（金）までに「いき
いき健康課健康増進係」まで電話にて┒0556-32-
2114

麻疹
は し か

・風疹混合（MR）ワクチン
｢ 期対象者のご両親へ
～｢期の接種は必ず早めに受けてださい～

来年、小学校にあがる子どもで、まだ第｢ 期の麻
疹・風疹の予防接種（MR）を受けていない方は、かか
りつけ医とよく相談した上、指定されている町内の
医療機関で早めに接種してください。（必ず平成20
年3月31日までに受けてください。）
特に麻疹は、とても症状の重い感染症です。伝染

力も大変に強く、次々に流行していきます。
１歳過ぎに麻疹・風疹の予防接種を受けるので、｢
期は受けなくて良いと思われる保護者もいるようで
すが、｢ 期の接種は、以前受けたワクチンの効果を
補う目的があります。
今年の春は、一度ワクチンを受けていても抗体が

少なくなった中・高生が、麻疹に感染するケースが
見られました。そこから赤ちゃんに感染する危険も
あります。｢ 期の麻疹・風疹（MR）ワクチンは必ず
早めに受けてださい。

【期間】７月１日～11月30日まで
【対象】平成20年３月末日現在で
20歳以上の女性

【料金】（自己負担分）頸部検診1,500円
体部検診2,200円（医師が必要と認めた方）

【持ち物】すでに送付済みの受診票・問診票・保険証
申込者には受診票、検診指定病院一覧表を送付します。
※検診期間以外に受けた場合は実費になります。
※今から受診を希望される方は健康増進係まで連絡
をお願いします。

■場所：ふるさと交流センター
月　日　　　　対象地区

９月14日⑥　北区、南区
９月15日⑦　上ノ原、道林、大塚桃林橋、下河原

■場所：三珠健康管理センター
月　日　　　　対象地区

９月17日②　町屋
９月18日③　上野桃林橋、矢作、下九一色地区
９月19日④　上野、川浦、樋田

【受付時間】午前８時～11時
※結核検診（65歳以上）も上記の日程で同時に開
催します。

■１回目　10月３日（水）午後１時30分～
【場所】市川大門町民会館１階和室
【内容】!母乳について

"出産前後の心構えと具体的な方法
【持ち物】母子手帳



旧町以外の会場で、健診を希望される方は、「いきいき健康
課子育て支援係」までご連絡ください。

■□■乳児健診(４・７・１０・１３ヵ月児)
対象：平成18年８・11月、平成19年２・５月の出生児
【三珠地区】
○と き ９月11日（火）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、バスタオル
○と こ ろ 三珠健康管理センター
【市川地区】
○と き ９月20日（木）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、バスタオル
○と こ ろ 市川大門町民会館１階和室
【六郷地区】
三珠・市川のどちらか都合の良い会場で健診して
下さい。

■□■１歳６ヵ月児健診
対象：平成18年１月～３月の出生児
【市川地区】
○と き 10月４日（木）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、、問診票
○と こ ろ 市川大門町民会館１階和室
【六郷地区】
○と き ９月26日（水）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、問診票、尿スティック
○と こ ろ 六郷ふれあいセンター

■□■３歳児健診
対象：平成16年５月～７月の出生児
【市川地区】
○と き ９月６日（木）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、普段使用の歯ブラシ、問

診票、尿スティック
○と こ ろ 市川大門町民会館１階和室
【六郷地区】
○と き ９月26日（水）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、普段使用の歯ブラシ、問

診票、尿スティック
○と こ ろ 六郷ふれあいセンター

■□■５歳児健診
対象：平成14年４月～９月の出生児
【三珠地区】
○と き ９月４日（火）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、問診票、歯ブラシ
○と こ ろ 三珠健康管理センター

【とき・ところ】
◆９月４日（火）六郷ふれあいセンター
◆９月18日（火）市川大門町民会館１階保健室
◆10月２日（火）六郷ふれあいセンター

【受付時間】午前10時（時間厳守）
【持ち物】印鑑

９月１日― みなさん何の日か分かりますか？

そうです、防災の日です。なぜ、この日が防災

の日になったのでしょうか。それは、1923年９月

１日の関東大震災に因んで“災害への備えを怠ら

ないように”との戒めを込め制定されました。

ここ数年の間にも、新潟県や石川県で大地震が

起こりましたが、市川三郷町でもひとごとではあ

りません！今後山梨県にも、大地震が起きること

が予想されています。

みなさんは、組や家庭で防災について話し合っ

ていますか？避難袋の用意はできていますか？

「カンパン…携帯用トイレ…、あと…」と色々なも

のが思い浮かびますが、忘れがちなのが『常備薬』

です。災害となれば「薬を持って避難しないと」

と、考えられる人はなかなかいないですよね。

いざという時に、「薬がないじゃんけ！」と慌て

てしまわないように、いつでも薬が持ち出せるよ

うに準備しておくことが大切です。常備薬の中に

は、持病の薬はもちろんのこと、ケガをした時の

消毒薬やばんそうこうも必需品です。また、慣れ

ない食事や避難所生活でお腹が痛くなったり、下

痢や便秘になってしまう方もいます。そのため、

腹痛用の胃薬、下痢止めや便秘薬も必需品です。

８月30日～９月５日は防災週間です。町では、

９月２日（日）に防災訓練を行います。残暑が厳

しい季節ですが、積極的に参加しましょう。

この機会に、一人ひとりが災害について考え、

家族や地域みんなで防災について話し合ってみま

せんか☆ （保健師・上田）

15

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけください。

いきいき健康課┒0556-32-2114

“１７１”という電話
番号。何の番号か知って
いますか？
これは、災害伝言ダイ

ヤルの番号です。災害発
生時には、このサービス
を使って家族や友人の安
否確認ができます。
災害時以外にも、防災

週間や毎月１日などが体
験利用日になっており、
このサービスを体験する
こともできますよ。



│
│
花
火
師
さ
ん
は
こ
ん
な
に
多
く
の
人

全
て
に
感
動
を
与
え
て
く
だ
さ
る
、
と
て

も
す
ば
ら
し
い
仕
事
だ
し
、
花
火
に
対
す

る
思
い
を
感
じ
カ
ッ
コ
良
か
っ
た
で
す
。

▼
神
奈
川
在
住
で
神
明
の
花
火
を
見

に
来
た
と
い
う
二
十
歳
の
女
性
か
ら
、
こ

ん
な
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
そ
う
で
す
よ
ね
。
花
火
師
あ
っ
て
の

花
火
大
会
で
す
よ
ね
。

▼
「
き
れ
い
だ
っ
た
な
ぁ
。」
で
終
わ

る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
花
火
師
の
苦
労
や
想

い
を
感
じ
な
が
ら
見
た
い
で
す
ね
。

│
│
広
報
の
男
性
が
と
て
も
カ
ッ
コ
良
か

っ
た
で
す
。

▼
二
十
歳
の
女
性
か
ら
こ
ん
な
手
紙

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
い
た
だ
い
て
ま
せ
ん
。

＆
こ

こ ＡこＡ

Ａ

今月の開催日（日付順）
【問い合わせ】
総務課広聴広報係
┒055-272-1101
三珠支所庶務係
┒055-240-4153
六郷支所庶務係
┒0556-32-2111

Ａ

第19回ふるさと夏祭り

■
饗
場
さ
ん
一
家
（
甲
府
市
）

「
今
日
は
友
人
の
家
族
と
一
緒

に
、
シ
ー
ト
席
で
花
火
を
見
ま

し
た
。
」
「
特
に
最
後
の
花
火
が

キ
ラ
キ
ラ
し
て
、
と
っ
て
も
き

れ
い
で
し
た
」
と
少
し
興
奮
気

味
の
子
ど
も
達
。

「今回、インターンシップで
神明の花火に参加するにあた
り、イベントの裏側がどうな
っているのか、見て携わりた
いと思いました。」
「準備の手伝いをするなかで、
普段できないようなことを経
験し、また様々な現場を見せ
ていただきました。実際に花
火の素晴らしさと観客の歓声
を間近で聞くことで、主催者
側の達成感を感じることがで
きました。」

■
炎
天
下
、
慎
重
に
準
備
を
進
め
る
花
火
師■

市
川
大
門
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
は
、
特
別
に
作
っ
た
ゴ
ミ
袋

１
万
枚
を
観
客
に
配
り
ゴ
ミ
の

持
ち
帰
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

時間：午前９時～正午

■インターンシップ（学生が一定期間、終業体験を
行う制度）の都留文化大学３年生、清泉佳央里さん。
猛暑の中、真っ黒になりながら会場準備や広報活動

を手伝ってくれました。

■市川大門駅からは、この日を待ちかね
たお客さんで長蛇の列

■浴衣美人の
仲良し５人組

■
今
年
も
市
川
中
学
校
は
じ
め

各
種
団
体
、
地
元
の
方
た
ち
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
会
場

や
各
駐
車
場
の
ゴ
ミ
拾
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。


